
久留米大学で実行された改革

• カリキュラムの全面改定
– 1-2年生で実行済み，第2学年の総合試験実施

– 協同学習を積極的に取り入れて協同の精神性を高める

– 第3学年：集中型講義，50分の講義時間，座席指定，IT利
用シラバスと教育評価，総合試験

– ３年生のPBLチュートリアルを廃止して長期研究室配属に
変更

• 学習環境整備
– 自主学習室の整備

– 合同学習会，合宿と集中講義

– メンタル・ケア担当部署の設置

久留米大学で残された課題
• カリキュラムの全面改定

– 第4学年集中型講義、総合試験

– 共用試験・国試対策への配慮

– 第4学年からのクリニカルクラークシップ開始と改革

– 第6学年での真の診療参加型臨床実習の実施

– 進級・卒業判定の厳格化

• 行動科学の継続性の確保
– 第１から第４学年のらせん型発展を確実なものにする

• 環境整備
– シミュレーション センター・IT・AV・教室

– 整理整頓

• プロフェッショナリズムと態度評価

M1-M4 M4 M4-5 M6

実習 PCCE CC (4-5) CC (6)

基本的臨床技能
診療参加のための

最終準備
知識と経験の整理と診療

参加への準備
臨床研修の始まり

基本的臨床技能獲得型実習 経験学修型臨床実習 診療参加型臨床実習

評価（実技） 共用試験OSCE PostCC OSCE

評価（知識） 共用試験CBT M5総合試験CBT M6総合試験

成績下位対策 週一の集合学習 CBT落第対応(M4) 再試験

CBT再試対応 土曜日の集合学習

合宿 合宿

臨床実習の意義

１-４年 基本的臨床技能獲得型実習 見学し，触れて，自ら考えて基本的臨床能力を得る

４-５年 経験学修型臨床実習 知識を持って臨床へ行き，経験と整合させる臨床能力を得る

６年 診療参加型臨床実習 医師を手伝うことで，医師になるのに必要な臨床能力を得る

クリニカルクラークシップを中心とした考え方
ー教員と学生が同じ意識を持つー

久留米大学における委員会の関連性

医学部長

厳正な教育評価

グローバルスタンダード
学生委員会

入試検討
委員会

カリキュ
ラム委
員会

教務委
員会

指導/評価

JACME
評価/報告

教育・評価
共用試験・国家試験

卒業生という成果

入学・学生生活
人間として成長

医学－久留米大学
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産業医科大学の理念・目的

産業医科大学は、教育基本法（昭和22年法律第25号）及び学校教育法（昭和22

年法律第26号）に基づき、医学及び看護学その他の医療保健技術に関する学問

の教育及び研究を行い、労働環境と健康に関する分野におけるこれらの学問の

振興と人材の育成に寄与することを目的及び使命としています。

医学部 教育上の理念

働く人々の健康と環境に医学の眼でアプローチする産業医は、産業の発展と活

性化を支える意味からも、21世紀において極めて重要な役割を担っています。医

学部では、医学を産業社会の中でより深く、より広い視野から考えることのできる

人間性豊かな産業医を養成します。

産業医学

I（1年次） 序論

II（2年次） 労働衛生一般、放射線衛生学

III（3年次） 作業環境管理、作業管理、有害業務管理

IV（4年次） 健康管理、メンタルヘルス、健康の保持増進対策

V（5年次） 産業医学現場実習、産業医学シミュレーション実習

VI（6年次） 治療と職業生活の両立支援

卒業後 産業医学総合実習

卒前６年間 246時間 卒後 10時間

上記課程+医師国家試験合格→産業医資格（安衛則第14条第2項第2号）

総合教育 必修

• 心理学

• 人間関係論

• 哲学入門

• 数学概論

• 英語I、II

• 医学概論I-IV

• 総合教育セミナー

• 医療統計学

総合教育 選択

• 文学思想史

• 英語運用論（TOEIC入門）

• 法学概論

• 経済学入門

• 自然科学思想史

• 生命科学・環境科学概論

• 動物倫理学

• 医療社会学

• 医用工学入門

• ドイツ語

• フランス語

医学概論

1年次 Early Medical Exposure

2年次 生命倫理・医学史

3年次 コミュニケーション医学

医療人類学（東洋医学）

4年次 漢方医学各論、臨床死生学、

臨床倫理学、医療面接実習

6年次 アドバンスト臨床倫理

現行カリキュラム

新カリキュラム

• 参加型臨床実習を4年次1月に開始

• 解剖学、生理学の一部を1年次に前倒し

• 低学年での早期臨床体験、実習を拡充

• 現行の研究室配属10週間を3年次6月から夏休みにかけて実施

• 現行の「遺伝子診断治療学」を充実

• 6年次に「症候論統合講義」

• 6年次に就学・就労と治療の両立支援に関する講義

医学－産業医科大学
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Fukuoka University Medical Education Center

福岡大学医学部

医学教育推進講座 安元佐和

福岡大学のカリキュラム案 福岡大学医学部医学科の使命（ミッション）

医療のプロフェッショナルとしての誇りと広い視野を持ち、患者に寄り添い、
地域社会に貢献する医師の育成

福岡大学医学部医学科の学生は、卒業時に

❶ 自尊心と高い倫理観を有し、他者と信頼関係を築くことができる

❷ 確かな知識と技能に基づいた、人にやさしい医療を実践できる

❸ グローバルな視野で地域の健康増進と疾病予防に貢献できる

❹ 科学的探究心、論理的思考を身に付け、教育的指導ができる

上記の学修アウトカムは以下のコンピテンスの領域（Ⅰ～Ⅵ）ごとのコンピテンシー（43項目）で構成

Fukuoka
University

Medicine

Relationship   Intelligence Gentleness   Health  Teaching

福岡大学医学部の卒業時学修成果

Fukuoka University Medical Education Center

A 医師として求められる基本的資質・能力

課題：6年間にわたっての縦断的カリキュラムなし

見直し案 コアカリ A＋ B4 C5

2018年度は、各学年の臨床医学入門内に
コアカリAおよび人間行動科学領域を導入する

人間行動科学

5.6年 臨床実習

1年 医学概論

2年 臨床医学入門Ⅰ

3年 臨床医学入門Ⅱ

4年 臨床修練Ⅱ

縦断的・らせん型コース

Fukuoka University Medical Education Center

教養課程の見直し案

課題：福岡大学は、10学部をもつ総合大学
教養課程では、共通の必修科目（体育実技）

必修科目が理系科目に偏っている。

見直し案

必修科目：社会医学系
コアカリに関連した心理学、社会学、文化人類学
体育実技→スポーツ健康科学理論、運動療法

コアカリ A3 B4 C5

Fukuoka University Medical Education Center

地域医療 B1-7 G4-3＋A-5

課題：地域包括ケア、地域連携の実践教育の不足

見直し案

病院内実習：地域支援センター
退院指導、地域保健、福祉制度

学外クリニカルクラークシップ選択必修

多職種連携教育
チーム医療

医学生
１１０名
医学生
１１０名

薬学部生
２３０名
薬学部生
２３０名

看護学生
１００名
看護学生
１００名

健康運動科

７０名

健康運動科
学部生
７０名

医学－福岡大学

- 156 -



臨床参加型実習への
基礎整備

防衛医大

問題意識の醸造

• アーリーエクスポージャーの充実
• M1のみ→M1,2,3各々1週間を確保

•見学型から参加型
• 関連医療施設の充実
• 訪問看護など地域保健医療関連施設への学生参加

•他職種連携の基礎
• 看護学科との共同授業

基礎学力の担保と自己学習評価

•解剖、生理、生化学の重点化（M2）
• ワンポイント屋根瓦式（M3,4）

• 同じ話の繰り返しによる学生の意欲消退を最小限に抑えるワンポイントtips

• コアカリ病名の学習記録
• →eポートフォリオもどき。学習した自分の記録をクラウドに保存

• BSLで実際に患者を診た時の評価
• →mini-CEXもどきで記録。手書き部分はsiriで入力

E-ポートフォリオ
病名スマホ版
作成、運用開始

学生評価
miniCEXスマホ版

医学－防衛医科大学校
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新モデル・コア・カリキュラムの内容を踏まえた
北海道大学歯学部における新カリキュラム案の概要と特色

北海道大学歯学部

北大における新カリキュラムの特徴
１．４学期制への移行に伴う新カリキュラムの構築

新たな授業科目の作成
・アクティブラーニング科目

科学的概念とその手法の正当性について理解し、自ら問題を発見し解決する課題解決
能力を涵養することを目的とした講義、演習

・フロンティア科目
コミニュケーション能力、科学的探究に関する講義、実習

２．プロセス基盤型教育(PBE)からアウトカム基盤型教育(OBE)へ
コンピテンスの明確化と各々の段階におけるコンピテンシーの明示
マイルストーンの明示

３．臨床実習の充実と評価
北大独自のECE, LCEを含めた院外実習によるプロフェッショナリズムの涵養
診療参加型臨床実習の充実：ミニマムリクワイアメントの見直し
評価方法の改善：ルーブリック、ポートフォリオの導入（一部試験導入済み）

CATOによる診療参加型臨床実習後臨床能力試験の導入

４．北大独自の特徴あるカリキュラム
早期臨床体験実習、後期臨床体験実習、院外実習
全学における新渡戸カレッジと歯学英語、国際歯科学（留学）
全人教育演習
超高齢社会に対応できる人材育成

５．カリキュラムを実践する教員等を支える体制の構築
教員をサポートするためのFD研修会やワークショップ、特に高等教育推進機構と共催でのFD研修開催

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次

全学教育科目
〈総合教育部〉

専門科目

早期臨床体験
実習(ECE)

後期臨床体験
実習(LCE)

内科学／外科学／
関連臨床医学

衛生公衆衛生学
予防歯科学
保存修復学

食の科学

全人教育演習

保存修復学
歯周病学・歯内療法学
有床義歯補綴学
冠・橋義歯補綴学
口腔インプラント学
口腔診断内科学
口腔顎顔面外科学
歯科矯正学
小児歯科学
歯科放射線学
歯科麻酔学
高齢者歯科学
障害者歯科学
臨床歯科材料学

アクティブラーニング科目 アクティブラーニング科目 アクティブラーニング科目

フロンティア基礎科目 フロンティア発展科目

院外実習

社会歯科学

臨床講義

総
合
臨
床
基
礎
実
習

【教養科目】
一般教育演習
総合科目
主題別科目
外国語科目
外国語演習
共通科目

【基礎科目】
数学（線形代数学／微

分積分学）
理科(物理学／化学／
生物学／地球惑星科学）
実験系（自然科学実験）

歯科学概論
基礎発生学
分子生物学
生物物理学
組織学・口腔組織学
生化学・口腔生化学
解剖学・口腔解剖学
生理学・口腔生理学
微生物学・口腔微生物学
歯科理工学
基本技術実習
歯学英語

生理学・口腔生理学
微生物学・口腔微生物学

病理学・口腔病理学
薬理学・歯科薬理学

臨
床
実
習
Ⅱ

臨
床
実
習
Ⅰ

臨床基礎実習

専門科目（基礎）

歯
科
医
師
国
家
試
験

基礎教育期 専門教育期(Ⅰ) 専門教育期(Ⅱ) 総合教育期

北海道大学歯学部のカリュラム概略

A
B

C

多様なニーズに対応できる歯科医師の養成：PBEからOBEへ

D
E

F

G

全人教育演習

C
B
T
及
び
O
S
C
E

統
合
診

統
合
講
義

科学的概念とその手
法の正当性について
理解し、自ら問題を発
見し解決する課題解決
能力を涵養することを
目的とした講義、演習 コミニュケーション能

力、科学的探究に関
する講義、実習モ

デ
ル
・コ
ア
・カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

各
項
目
の
実
施
時
期

コンピテンス（歯科医師として求められる基本的な資質・能力）獲得のための特徴的な講義と実習

A-1 プロフェッショナリズム I: 
3年次 AL、フロンティア科目

A-1 プロフェッショナリズム : 5年次 AL、FR, LCE 

A-4 コミニュケーション能力: 2年次 歯科学概論

A-4 コミニュケーション能力: 5,6年次 臨床講義、統合診、統合講義

A-5 チーム医療の実践：5-6年次 臨床実習、LCE、CC

A-6 医療の質と安全の確保: 5-6年次臨床講義、臨床実習、LCE、CC  

A-9 生涯にわたって共に学ぶ姿勢: 
1年次 オリエンテーション

A-9 生涯にわたって共に学ぶ姿勢: 2年次歯科学概論1年次

2年次

3年次 4年次

5年次 6年次

A-9 生涯にわたって共に学ぶ姿勢: 
3年次 AL、FR、全人教育

A-1 プロフェッショナリズム : 2年次 歯科学概論
ECE

A1-A9をコンピテンス毎に色分けし、マイル
ストーンの設置ごとに色を濃くしている。

A-9 生涯にわたって共に学ぶ姿勢: 
5年次 臨床講義、FR

A-8 科学的探究： 3年次フロンティア科目

A-4 コミニュケーション能力:
3年次AL フロンティア基礎科目

AL:アクティブラーニング科目
FR:フロンティア科目
CC: 院外実習
ECE: Early Clinical Exposure
LCE: Late Clinical Exposure

A-5 チーム医療の実践：
4年次 高齢者歯科学、歯科矯正学講義

A-1 プロフェッショナリズム:  6年次 臨床講義、統合講義

卒業時

A-7 社会における医療の実践: 5-6年次 臨床講義、社会歯科学

A-7 社会における医療の実践: 2-6年次 国際歯科学

A-8 科学的探究：
5年次フロンティア科目

A-3 診療技能と患者ケア: 5-6年次 総合臨床基礎実習、臨床講義、臨床実習、LCE、CC、統合診

A-2  医学知識と問題対応能力:
3年次 AL、FR

A-2  医学知識と問題対応能力:
5年次 AL(PBL形式)、FR

入学時

これらのカリキュラムを担当する教員をサポートするために、OBEに関するFDや研修を時に高等教育推進機構と共催で行うのも本学の特徴である。

評価：多くはポートフォリオを想定している。
現在一部でルーブリックを導入している。

北大のカリキュラムの特徴

早期臨床体験実習

後期臨床体験実習
院外実習

ECE: early clinical exposure

LCE:  late clinical exposure
5年冬～6年夏

2人1組で、札幌市および近郊の歯科医院、病院歯科を見学。

歯科に対する知識がほとんどない時期
学修のモチベーションを高めたい時期

診療参加型臨床実習の準備

CBT/OSC E後で臨床実習前

臨床実習中

診療参加型臨床実習の補完

早期臨床体験実習・後期臨床体験実習・院外実習

2日間

5年夏

2年秋

3日間×2

2日間

優れた人格を有する医療人になるための基盤作り。3年＆4年前期に1学年2～3人の少
人数で、週1回、講師以上の教官のもとを訪れ、ディスカッション形式で行う演習。

歯学英語

･外国人講師による歯科英語

獲得するコンピテンス
･コミュニケーション能力
･生涯にわたって共に学ぶ姿勢
･社会における医療の実践

歯学英語

獲得するコンピテンス
･コミュニケーション能力
･生涯にわたって共に学ぶ姿勢
･社会における医療の実践

国際留学
全北大学：病院研修
スウェーデン ウメオ大学：
臨床実習参加

学部教育と並行して実践する特別教育プログラム

グローバル社会のリーダーとしての必要なスキルを学ぶ

FR等の利用

獲得するコンピテンシーは徐々
に高めたものとする。

獲得するコンピテンシーは
徐々に高めたものとなる（右）。

獲得するコンピテンス
･プロフェッショナリズム
･地域医療
･コミュニケーション能力

･多職種連携
･生涯にわたって共に学ぶ姿勢
･社会における医療の実践
･チーム医療
･問題解決能力

全人教育演習

英語教育 学部教育と新渡戸カレッジの融合

超高齢社会への対応
この時点でのコンピテンシー（右）

獲得するコンピテンシーの昇華過程
･歯学教育へのレディネスを高める
→実際の診療参加型へのレディネスへ

･プロフェッショナリズムの基本を知る
→高度に実践できるへ

･医療コミュニケーションを体験する
→患者やスタッフ等において実践できるへ

･多職種連携を知る→周囲に与える影響を理
解できるへ
･ヘルスプロモーションを知る→実践方法を表
現できるへ
･地域密着の医療を知る→抱える問題点を理
解し、解決策を探ることができるへ
･医療安全を知る→実践でき、医療過誤への
対応を理解できるへ

認知症

栄養学

漢方医学高齢者

在宅訪問診療

粘膜疾患

口腔乾燥

味覚障害

講義

実習

療養型病院と特養での院外実習

ST言語訓練見学

VE実習

高齢者疑似体験

車椅子実習
特養の認知症

患者とのふれ合い

西洋医学と漢方医
学の長所を生かし
た柔軟な医療

摂食嚥下

口腔ケア

歯学－北海道大学
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東北大学歯学部

１年次
Level 1

２年次
Level 2

３年次
Level 3

４年次
Level 4

５年次
Level 5

６年次
Level 6

東北大学歯学部 カリキュラムマップ

歯科医師国家試験

大学院歯学研究科

歯科医療高度専門職業人

全学教育科目

DDE-DEN211-218J 基礎系コア科目(1)
（人体の構造、歯のかたち、人体の発生、

人体の細胞と組織、口腔の細胞組織と発生、
生体分子の科学Ⅰ、生体の機能、

歯科生体材料の科学Ⅰ ）

DDE-DEN201-202J 導入科目
（歯学概論、歯科臨床入門）

DDE-DEN221-228J 基礎系コア科目(2)
（生体分子の科学Ⅱ、口腔の機能、

生体の機能－応用、歯科生体材料の科学Ⅱ、
くすりの科学、感染と免疫、病理総論、口腔病理）

DDE-DEN301-304J 臨床系コア科目(1)
（口腔修復学ⅠA、口腔修復学Ⅲ、

口腔機能回復学ⅠA、口腔保健発育学Ⅰ）

DDE-DEN231J
基礎系コア科目(3)

（社会歯科学）

DDE-DEN311-321J 臨床系コア科目(2)
（口腔修復学ⅠB、口腔修復学Ⅱ、

口腔機能回復学ⅠB、口腔機能回復学ⅡA、口
腔機能回復学Ⅲ、口腔保健発育学Ⅱ、

口腔保健発育学Ⅲ、口腔病態外科学Ⅰ、
口腔病態外科学Ⅱ、口腔病態外科学Ⅲ、

口腔病態外科学Ⅳ）

DDE-DEN801-802J
アドバンス科目(1)

（アドバンスⅠ、イノベイ
ティブ基礎歯学）

DDE-DEN331-334J
臨床系コア科目(3)  

（口腔機能回復学ⅡB、口腔病態外科学ⅣB、
隣接医学、総合歯科学(共用試験(CBT,OSCE))）

DDE-DEN411J
アドバンス科目(4)

（臨床講義Ｂ）

DDE-DEN412J
臨床実習科目(2)

（臨床実習Ｂ）

歯学研究教育者

歯科医師臨床研修

DDE-DEN811-821J
アドバンス科目(2)

（アドバンスⅡ、アドバンスⅢ、アドバンスⅣ、アドバン
スⅤ、合同講義、医の倫理・社会の倫理、イノベイティ
ブ展開歯学、歯学臨床ゼミ、歯学基礎演習、基礎研究
実習、臨床シミュレーション実習）

DDE-DEN402J
臨床実習科目(1)

（臨床実習A）

登院認定

卒業認定

DDE-DEN401J
アドバンス科目(3)

（臨床講義Ａ） DDE-DEN811-821J
アドバンス科目(2)

（アドバンスⅡ、アドバンスⅢ、アドバンスⅣ、アドバンスⅤ、

合同講義、医の倫理・社会の倫理、イノベ

イティブ展開歯学、歯学臨床ゼミ、歯学基礎演習、
基礎研究実習、臨床シミュレーション実習）

東北大学歯学部の
カリキュラムマップ

基礎自然科学教育の充実
C-1-1) 生体を構成する物質の

化学的基礎
C-1-2) 生体現象の物理学的基礎

「考究心」・「科学心」を備えた次代の歯学・歯科医療・口腔保健の国際的リーダーたる
研究者・教育者および高度専門職業人を養成

研究第一 門戸開放 実学尊重

東北大学建学（１９０７年）以来の３つの精神

論理的な思考力を身につけ、各分野での指導的立場となる人材を育成

東北大学内研究科・研究所との異分野連携、さらには国際連携

中国・台湾・韓国・モンゴル・インドネシア・タイの歯学部とは東アジア・スタンダード
歯学教育・歯科医療の確立

A-7-2) 国際医療への貢献
『歯学海外研修』

A-8-1) 医学研究への志向の涵養（研究マインドの涵養）
『歯学演習』、『基礎研究実習』

A-9-1) 生涯学習への準備
『歯学演習』、『基礎研究実習』

A- 1-1) 医の倫理と生命倫理
『合同講義（医の倫理・社会の倫理）』

高学年次教養教育

【医の倫理・社会の倫理】

一般目標：
多彩な分野の講師から直接講義を受け、医療者として具備すべき倫理について学ぶ。

個別目標：
① 医療倫理、生命倫理の基本ついて概説できる。
② 社会倫理、研究倫理の基本ついて概説できる。
③ 将来の歯科医師、歯学研究者としての自覚を持つ。

授業計画
１ 医療倫理と医療安全 Ⅰ
２ 医療倫理と医療安全 Ⅱ
３ 臨床倫理学と臨床死生学
４ 先天異常にかかわる倫理
５ 遺伝学的検査の倫理
６ 薬害肝炎との闘い
７ 聴覚障害者の立場から歯科医療に望むこと
８ 新生児の倫理：生と死の臨床における歯科医療
９ 学術研究の倫理
10  APRIN （CITI)の受講

歯学－東北大学
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東京医科歯科大学歯学部歯学科
H29年3月改訂モデル・コア・カリキュラム内容を踏まえた新カリキュラム案の概要と特色

１）１年次秋から教養部と連携した学部教育の実施
→A-1 プロフェショナリズムの初期段階の育成

C-1 基礎自然科学

２）良質な歯科医師となるための素養を６年一貫して育成
→A 歯科医師として求められる基本的な資質・能力

３）問題発見・問題解決・自己学習能力を向上
→A-2  医学知識と問題対応能力

４）英語能力の向上＋複数の海外研修派遣プログラム
→A-7 国際医療への貢献

５）研究マインドの育成カリキュラムの充実
→A-8 科学的探究
→A-9 生涯にわたって共に学ぶ姿勢

６）医歯学融合教育の実施
→E-5 高齢者・障害者・精神・心身医学的疾患
→E-6 医師と連携するために必要な医学的知識

７）モデル・コア・カリキュラム対応統合型カリキュラムの
導入
→B,C,D,E領域をすべてカバー

８）シミュレーション実習を中心とした模型実習
→F シミュレーション実習（模型実習・相互演習（実習））

9）診療参加型臨床実習（チーム医療、多職種連携実習、
学外訪問実習などを含む）
→A 歯科医師として求められる基本的な資質・能力
→G臨床実習(学生診療室での自験と各科ローテ実習）

９）全国統一臨床能力試験への参加

入学時から良き歯科医師になるための行動科学的プログラムを導入

２年次 行動科学基礎

１年次 早期臨床体験実習

３年次 病態科学演習新入生オリエンテーション

４年次 研究実習

５年次 患者対応接遇セミナ－

５－６年次 包括臨床実習

３－６年次 国際交流

• 医歯学の基盤（英語、医療統計、生命倫理）、解剖学、生理学、老年医学、頭頸部臨
床医学 （耳鼻科、眼科、口腔外科など）を医学科学生と共に学ぶ。

• 全学科の最終学年学生全員で包括医療統合教育（チーム医療入門）を実施する。他
学の薬学部、社会福祉学部や患者さんの会とも連携。

• 医学のバックボーンを確実に固めてから歯学の臨床を身につける。

• 歯学生と医学生がお互いの臨床実習の実際を見学することで、それぞれの臨床の場
を実践的に経験する。

• 急激に進歩している生命科学を歯学に適用し、超高齢社会の歯科医療に対応する。

医歯学融合教育の目的

医歯学融合教育-チーム医療入門

東京医科歯科大学の技能準備教育の特徴

マネキンによる
模型実習

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
機器による
模擬臨床体験

各診療科配属・
症例分析

歯学－東京医科歯科大学
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新潟大学歯学部の新カリキュラム
－学位プログラムとモデル・コア・カリキュラム－

新潟大学歯学部副学部長（学務担当）

小野 和宏

平成29年度 医学・歯学教育指導者のためのワークショップ
2017年7月26日（水） 東京慈恵会医科大学

1

歯学教育プログラムの卒業認定・学位授与の方針

変化の激しい現代社会のなかで、新たな諸課題に関係者と適切に連携しな

がら問題解決を図っていく能力を備え、全人的医療を実践できる高い歯科臨
床能力を有する者に学位を授与する

歯学部の人材育成目標

新潟大学の学生が身につけるべき能力

本学は、地域や世界の着実な発展に貢献することを目的とし、高い見識と良識をもっ
て社会や時代の諸問題に的確に対応し、課題解決のために広範に活躍できる人材を
育成する
そのため、各教育課程の中で以下の能力を養成する
• 課題を発見し、それを解決する能力
• 課題解決に必要な知識・技能を主体的に学修する能力
• 課題に協働的に取り組むためのコミュニケーション能力

学士課程教育を歯科医療従事者としての生涯学習の最初の段階と位置づけ、問題解
決能力の育成を重視し、その後に続く大学院や実社会での学習のなかで専門性を主
体的に向上させうる人材を育成する

2

知識・理解
1 グローバル世界における経済、社会、生物学的な相互依存関係を理解し、自然ならびに人間社会・文化に対する理解を深める 国際教養

2 人間の成長、発達、老化および健康に関する基礎科学を理解する 専門基礎科学

3 口腔の健康や疾病の基礎をなす口腔生物学を理解する 基礎歯学

4 歯科医療に影響を与える医学、歯学、基礎科学の最新の成果を理解する 関連・最新科学

5 口腔疾患の病因と予防・疫学、ならびに病態、診断と治療の原理・原則を理解する 臨床歯学

6 歯科医療の実践が基盤としてる法医学、倫理的原則を理解する 医療倫理

7 医療提供体制と医療保険制度を理解する 社会保障

専門的能力（分野固有の能力）
8 歯科医療において適切な感染予防対策を行う 感染予防

9 歯科医療において安全の確保を行う 安全確保

10 患者に対して有効な健康教育を行う 患者教育

11 インフォームドコンセントの原則を遵守し、患者の権利を尊重する 患者権利

12 科学的根拠に基づいた歯科医療を実践し、その成績を評価する 歯科臨床能力

13 正確な患者の記録を作成し、適切に保管する 医療管理

汎用的能力
14 自ら問題を見つけ、解決策を立案し、問題を解決する 問題解決能力（自己学習能力）

15 明確かつ批判的に考え、経験や学習の成果を統合して思考を進める 論理的思考力

16 自己を省みて、行動やその結果を客観的に把握する 自己評価能力

17 統計スキルを用いてデータを処理し、数量から意味を見出す 数量に関する運用能力

18 日本語や英語により口頭で、また文書を用いて有効なコミュニケーションを行う コミュニケーション能力

19 自主学習のためにICTを活用する コンピュータ運用能力

20 チームのメンバーと協調して活動するとともに、リーダーシップを発揮する 対人関係能力

21 時間管理と優先順位づけを行い、定められた期限内で活動する 時間管理能力

態度・姿勢
22 倫理的、道徳的、科学的な意思決定を行い、結果に対して自己責任を負う 意思決定

23 さまざまな文化や価値を受容し、個性を尊重する 価値判断（共感的・受容的態度）

24 自分の利益のまえに患者ならびに公共の利益を優先する 職業・公共意識

歯学教育プログラムの到達目標

3

1
年

2
年

6
年

5
年

4
年

3
年

主体的な
学習への
転換と教養
の涵養

基礎歯学
の学習と
歯科医師と
しての自覚

臨床歯学
の学習と
知識・技能
の統合

歯科医療
の実践と
自己省察

教養 語学
学習法
研究法

知識・技能
の統合

医療人 国際人臨床歯学基礎歯学

教養を
考える

２年次編入学

大学学習法1

ネットワーク型
先端歯学研究
（選択）

PBL
テュートリアル1

早期臨床実習1

早期臨床実習2

大学学習法2 地域歯科保健
実習

臨床予備実習

診療参加型
臨床実習

(ポートフォリオ)

国際歯科保健
医療

短期海外派遣
実習
（選択）

分野単位の
講義・実習

分野単位の
講義・実習
（隣接医学）

総合模型実習

インターネット
テュートリアル

歯学研究法

授業科目群

カリキュラムのアウトラインと評価プラン

臨床実習開始時の共用試験（CBT・OSCE）

新たな諸課題に関係者と適切に連携しながら問題解決を図っていく能力を備え、
全人的医療を実践できる高い歯科臨床能力を有する者に学位を授与

専門基礎

社会と歯科医療

医療倫理

パフォーマンス
評価

治療計画立案
演習

PBL
テュートリアル2

臨床実習終了時の技能・態度試験

パフォーマンス
評価

パフォーマンス
評価

パフォーマンス
評価

パフォーマンス
評価

パフォーマンス
評価

パフォーマンス
評価

4

歯学教育プログラムとモデル・コア・カリキュラムの関係

本学の学位プログラム モデル・コア・カリキュラム

学習目標の設定
（コンピテンス・ベース）

・大学の教育理念にもとづき最も重要と考
える問題解決能力／歯科臨床能力をディプ
ロマポリシーとして設定
・ディプロマポリシーで求める力を、「知識・
理解」「専門的能力」「汎用的能力」「態度・
姿勢」の4領域に分割し、学位プログラムの
到達目標として提示

・９つの基本的な資質・能力を設定
「プロフェッショナリズム」「医学知識と問題
対応能力」「診療技能と患者ケア」「コミュ
ニケーション能力」「チーム医療の実践」
「医療の質と安全の管理」「社会における
医療の実践」「科学的探究」「生涯にわたっ
て共に学ぶ姿勢」

学習目標の設定
（コンテンツ・ベース）

・各授業科目の到達目標にモデル・コア・カ
リキュラムの学修目標を包含

・項目Aは、9つの基本的な資質・能力を構
成する下位項目を設け、それぞれの学修
目標を設定
・項目Aは項目B〜Gを包含するという関係
になっているが、項目B〜Gでは、9つの資
質・能力、あるいは項目Aとの対応は示さ
れず、それぞれの学修目標を設定

カリキュラム編成
・カリキュラムマップを作成し、学位プログラ
ムの到達目標と各授業科目の対応を明示

・基本的にカリキュラム編成に言及せず

学習成果の評価
（コース・レベル）

・ディプロマポリシーに関連するいくつかの
授業科目でパフォーマンス評価を実施

・基本的に学習成果の評価に言及せず

学習成果の評価
（プログラム・レベル）

・初年次から最終年次にかけて段階的に専
門性・総合性・真正性を高めた多様なパ
フォーマンス評価により卒業生の質を担保

・臨床実習開始時の共用試験（CBT・OSCE）

・臨床実習終了時の技能・態度試験

5
組み込み型アセスメント 追加型アセスメント

歯学－新潟大学
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大阪大学歯学部のディプロマポリシー大阪大学歯学部のディプロマポリシー

大阪大学のディプロマポリシー大阪大学のディプロマポリシー

大阪大学は、教育目標に定める人材を育成するため、所定の期間在学し、所属学部において定める専門分野
に関する知識・技能並びに教養・デザイン力・国際性を身につけ、所定の単位を修得し学部規程に定める試験
に合格した学生に学位を授与します。

大阪大学のディプロマ・ポリシーのもとに、歯学部では、口・顎・顔面領域に基盤をおいた生命科学分野を対
象として、

1. 深い学識と最先端の専門的知識
2. 歯科医療に関する十分な技能
3. 医療人としての真摯な態度と使命感
4. 歯科医療人としてのデザイン力・国際性
5. 目的意識と向上心に溢れた強い自立心

を身につけた学生に対して学位を授与します。

大阪大学歯学部での教育成果（卒業コンピテンス）大阪大学歯学部での教育成果（卒業コンピテンス）
A．プロフェッショナリズム

大阪大学歯学部学生は，卒業時に，患者，家族および医療従事者の相互関係の中でお互いを尊重しながら，歯科医師という
専門職として医療を実践するのに必要な態度および倫理観を有して行動できる．

B．コミュニケーション
大阪大学歯学部学生は，卒業時に，歯科医療の現場おいて適切なコミュニケーションを実践できるとともに，国際的な視線
をもって歯科医学・医療に関する情報を入手し発信することができる．

C．歯科医学およびそれに関連する領域の知識
大阪大学歯学部学生は，卒業時に，歯科医療を実践するのに必要な基礎および臨床の知識を有し，それらを応用することが
できる．

D．歯科医療に関する技能およびそれを実践できる態度
大阪大学歯学部学生は，卒業時に，患者のもつ社会的，個人的背景を尊重した上で，必要に応じて多職種と連携しながら適
切で効果的な歯科医療を実践できる．

E．歯科医学に関する科学的な研究
大阪大学歯学部学生は，卒業時に，基礎および臨床の領域での研究の意義を理解し，それらに対して論理的かつ批判的な思
考ができる．

大阪大学歯学部の現行カリキュラム

歯科医師として求められる基本的資質・能力

社会と歯学

生命科学 歯科医療機器 臨床参加型
臨床実習

シュミレーション実習

臨床歯学

１ ２ ３ ４ ５ ６

教養科目 専門臨床科目 臨床実習
統合科目専門基礎科目導入科目 隣接医学

(1)

(2)

共用試験

新モデル・コア・カリキュラムの概要

(1) 教養科目(生命倫理・法・経済)の高年次(3年次)配当 (医療系学部合同)

(2) 一部隣接医学を他の医療系学部と合同で講義

教養科目 専門臨床科目 臨床実習
統合科目専門基礎科目導入科目 隣接医学

共用試験

共通教育(教養科目)カリキュラムの改編
(1) ４学期制(ターム制)の導入
(2) 教養教育科目の再編成
(3) 教養教育科目、国際性涵養教育科目の高年次配当

基盤形成

1. 医療人として必要な倫理
観について説明できる。

2. ライフステージに配慮し
たコミュニケーションがと
れる。

3. 多職種が連携して地域医
療が成り立っていることを
理解できる。

基礎的な知識、態度、技能が備わっている

1. 医療人として必要な倫理観を身につけている。

2. コミュニケーションの目的と技法（言語的、非言語
的）を理解し、実践できる。

3. 高齢者に対して歯科治療を実践するのに必要な基本
的な知識を備えている。

4. 多職種によるチーム医療を実践するのに必要な基本
的知識を備えている。

卒業時に求められる
コンピテンシー

超高齢社会に対応する
ために歯科医師として
求められる倫理観およ
び多職種と連携した医
療を実践するために必
要となる基本的な臨床
能力を有している。

多様なニーズに対応できる歯科医師の養成
超高齢化社会への対応する

カリキュラム改編

教養科目 専門臨床科目 臨床実習
統合科目専門基礎科目導入科目 隣接医学

コンピテンシー

1年 2年 3年 4年 5年 6年
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療
学

口
腔
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合
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療
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総
合
歯
科
学

臨
床
実
習

Ａ. プロフェッショナリズム

医療倫理・研究倫理に関する知識と態度を身につける ● ● ●

Ｂ. コミュニケーション

患者及びその家族と良好な信頼関係を築く ● ● ●

Ｃ. 歯科医学及びそれに関連する領域の知識

適切に保健･医療･福祉･介護を提供するために、社会制度、地域医療及び社会環境
を理解する ● ● ● ●

高齢者の身体的、精神的及び心理的特徴と歯科治療上の留意点を理解する ● ● ● ●

チーム医療、地域医療、病診連携についての知識を修得する ● ●

Ｄ. 歯科医療に関する技能及びそれを実践できる態度

保健･医療･福祉･介護及び患者に関わる全ての人々の役割を理解し、連携する ● ●

地域医療に貢献するための能力を身につける ● ●

チーム医療、地域医療、病診連携についての技能及び態度を修得する ● ●

「超高齢化社会への対応」に関する教育カリキュラム

歯学－大阪大学
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岡山大学歯学部カリキュラムマップ
「多様なニーズに対応できる歯科医師の養成」

社会の変遷への対応

卒前・卒後の一貫性

研
修
医

特徴１： これまでにない創発推進型カリキュラム
特徴２： ほとんどが学生参加、活動型カリキュラム
特徴３： 優秀な退職人材の有効活用

1. 歯科医学特論

：退職教官を活用した講義。歯科医学の歴史、
歯科医療行政の歴史を学習し、歯科医療の発展
を理解する

2.  自己表現力演習１, ２

：自分自身の考え、新しいアイデアを表現する。
それらを相手に魅力的に伝える。そういった
基礎的表現力の向上を目指す

3. モノ・コトデザイン演習

：新たな歯科医療技術、歯科医療システムを提案、
モノづくりやコトづくりを企画して実践すること
により自分のアイデアを具現化するための演習

4. ボランティア入門
：新しいボランティア、社会福祉事業を提案、
創出し、実行する演習

具体的な導入カリキュラム（4つ）と内容
（特に学部１年次の時間を活用して開講）

歯科医療変革を促進するイノベーティブ歯科医療人材育成プログラム

現行カリキュラムの問題点：コアカリキュラムに縛られた座学、実習が中心、個々の人間力を高める教育が欠如

１．歯科医学特論

歯科医学の歴史をもとに歯科医科学を理解し、
新しい歯科医療を想像できるようになる

2．自己表現力演習１,２

自己の特性を知り、自己の目標、アイデアを
明確に人に伝えることができる人材になる

3．モノ・コトデザイン演習

自分のアイデアを元に歯科医療の問題点を
解決できる人材になる

4．ボランティア入門

新発想に基づく行動、ムーブメントを起こす
ことができる人材になる

新
し
い
歯
科
医
療
デ
ザ
イ
ン
を
起
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、
実
現
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き
る
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を
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次
世
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学
部
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ク
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界
上
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教育の効果

 講義60分化の有効利用：講義の60分化によって、授業枠数の増加が可能→これまでに欠けていた教育を補強できる！

アクティブラーニング・コミュニケーション教育の拡充

チュートリアル１
（１年次）

チュートリアル２
（３年次）

チュートリアル３
（５年次）

予習を前提とする知識習得型
アクティブ・ラー ニングである 
TBL の導入のため外部講師を
招 き ワークショップ を開催
→本格導入

教員を医療コミュニケーション
ファシリテータ ー養成ワーク
ショップに継続的に派遣
→人材育成 

問題点解決型学習法の早期
修得
→臨床学習へと展開

チュートリアル
（１年次）

医療コミュニケー
ション学演習
（３年次）

介護施設を用いた
PBL演習
（３年次）

EBMとﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾘ
ｽﾞﾑへの覚醒
（４年次）

その他改善点２：臨床実習９月開始に向けて

８月CBT実施→９月OSCE実施→１０月臨床実習開始

平成２７年度

７月CBT実施→９月OSCE実施→９月臨床実習開始

１０月Student Dentist認証式平成２８年度

総合歯科医学 I, II導入

７月CBT実施→７月OSCE実施→９月臨床実習開始

９月Student Dentist認証式

臨床系専門科目実習時間割の再編
臨床技能実習のスケジュール調整

平成２９年度

歯学－岡山大学

- 163 -



広島大学歯学部カリキュラム案

Hiroshima University

広島大学大学院医歯薬保健学研究科
谷本幸太郎

I 総論

（１）縦のつながり：モデル・コア・カリキュラム、国家試験出題基準、臨床実習の到達目標の整合性

（２）横のつながり：医学・歯学の両モデル・コア・カリキュラムの一部共有化

（３）「歯科医師として求められる基本的な資質・能力」の実質化

（４）診療参加型臨床実習の充実 G臨床実習 別表 「臨床実習の内容と分類」

（５）超高齢社会への対応 A-7-1) 地域医療への貢献、A-5 チーム医療の実践、A-4 コミュニケーション能力、B-2-2) 保健・医療・福祉・介護の制度、G-4 チーム医療・地域医療

（６）臨床実習開始までの基礎模型実習を含めた技能教育に関する学修目標の新設 F シミュレーション実習（模型実習・相互演習（実習））

（７）教養教育と準備教育の融合 B-3-2) 歯科疾患の予防と健康管理、B-4-2) 保健医療統計、C-1 基礎自然科学

（８）目標の整理

（９）＊印の廃止

（１０）総量のスリム化

（１１）歯学用語の表記の整理

（１２）世界への発信

Ⅱ各論

A 歯科医師として求められる基本的な資質・能力 

B 社会と歯学

C 生命科学

D 歯科医療機器（歯科材料・器械・器具）

E 臨床歯学

F シミュレーション実習（模型実習・相互演習＊（実習））

G 臨床実習

Hiroshima University歯学教育モデル・コア・カリキュラム平成２８年度改定の概要 Hiroshima University

（３）「歯科医師として求められる基本的な資質・能力」の実質化

教養ゼミ、国際歯科医学連携開発学（１年）→早期臨床体験実習（２年）→歯学研究演習、臨床見
学演習・実習（３年）→医療倫理学（５年） →臨床実習（６年）

A-1)プロフェッショナリズム （医の倫理と生命倫理/患者中心の視点/歯科医師としての責務と裁量権）

（４）診療参加型臨床実習の充実 G臨床実習 別表 「臨床実習の内容と分類」

（５）超高齢社会への対応  A-7-1) 地域医療への貢献、A-5） チーム医療の実践、A-4 コミュニ
ケーション能力、B-2-2) 保健・医療・福祉・介護の制度、G-4 チーム医療・地域医療

教養ゼミ（１年）、医療コミュニケーション基礎論、対人コミュニケーション論（２年）→社会福祉学
（４年）→成人・高齢者歯科学、臨床心理学、総合歯科医療学（５年）→臨地実習による往診への参加
（６年）

※早期から段階的にプロフェッショナリズムを醸成する

※臨床実習ポートフォリオを検討

（７）教養教育と準備教育の融合 B-3-2) 歯科疾患の予防と健康管理、B-4-2) 保健医療統計、C-1 
基礎自然科学

初修生物学、一般化学（１年教養教育科目）

（６）臨床実習開始までの基礎模型実習を含めた技能教育に関する学修目標の新設 F 
シミュレーション実習（模型実習・相互演習（実習））

早期臨床体験実習（２年）→臨床基礎実習（３、４年）→臨床実習（６年）

Hiroshima University
（６）臨床実習開始までの基礎模型実習を含めた技能教育に関する学修
目標の新設 F シミュレーション実習（模型実習・相互演習（実習））

病態顎模型を用いた実習（デンタルスキルスラボ）

実習全景

窩洞形成 歯内療法 抜歯

Hiroshima University
（６）臨床実習開始までの基礎模型実習を含めた技能教育に関する学修
目標の新設 F シミュレーション実習（模型実習・相互演習（実習））

DentSim（１台）
総合型シミュレーションシステム
（学生8台+教員用1台同時稼働）

窩洞・支台歯形成評価装置

シミュレーション実習机（６４台）

Hiroshima University
（６）臨床実習開始までの基礎模型実習を含めた技能教育に関する学修
目標の新設 F シミュレーション実習（模型実習・相互演習（実習））

Clinical skill training (CST)室

早期臨床体験実習 

X線画像読影 採血

血圧測定 咬合器の操作

パノラマX線撮影

スケーリング 印象採得各種障害の体験

Hiroshima University

文部科学省大学改革推進等補助金(大学改革推進事業) 大学間連携共同教育推進事業（新潟大学・広島大学・東北大学）

連携機能を活用した歯学教育高度化プログラム 

標準化された病態顎模型を用いた客観的歯科臨床技能評価方法の開発

※評価項目により評価の一致率が低いものがあった．評価の客観性・信頼性を高める必要がある。「模
型」，「課題文」，「評価シート」，「評価マニュアル」を整備するとともに、「評価ガイダンス」，
「事前すり合わせ」の開催が有効と考えられる。

歯学－広島大学
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新モデル･コア･カリキュラムを踏まえた
新カリキュラム構築への取り組み

徳島大学歯学部

カリキュラムの見直し

➢教育目標基盤型カリキュラムから
学習成果基盤型カリキュラムへの移行

➢卒業時のコンピテンスの設定
➢歯科医学教育の「歯科医師として求められる基本的な資質
と能力」を含む

➢１年6ヶ月間の教養教育の１年間への短縮
➢基礎歯学・医学の教育の前倒し

➢教養教育院との連携（臨床心理学，倫理教育，英語
能力，書く力，問題解決能力の育成）

➢社会人特別選抜入試時期の見直し

主な項目への具体的対応

➢超高齢社会への対応
➢老年歯科学（座学中心から演習を含む）

➢チーム医療教育の充実
医･歯･（薬）の学生でのPBLの実施（1年次，４年次）

➢災害歯科医療への対応
➢法歯学の充実 （身元確認法）

➢リサーチマインドの涵養
➢高学年での研究室配属の実施（現在は３年次学生のみ）

➢学会での発表会推進

診療参加型臨床実習の改善

➢自験症例の見直し
➢G 基本診察法，基本臨床技能の修得のための
ミニマムリクアイアメントの見直し ← 患者の確保

➢訪問診療，在宅診療の臨床実習の実施
➢県歯科医師会との調整が必要

➢訪問施設の開拓 ← 広報

➢協力研修施設の確保

➢チーム医療
➢周術期口腔機能管理，NSTの学生の参画

➢ポートフォリオの導入
➢省察による自己主導型学修

➢e-ポートフォリオの構築

臨床実習終了時の技能評価

➢補完実習の充実

➢技工実習からファントムを使用した診療実習へ
← 安心・安全，清潔・不潔などへの対応

シムロイドの利用

➢知識の評価から技能の評価へ

➢一斉テストの導入

➢臨床実地試験の導入
← 2018年度 トライアルへの参加

カリキュラム（概要）
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

一般教養 基礎歯学 臨床基礎歯学 包括的歯科医学

隣接医学大学入門講座
教養科目群

基礎形成科目群
口腔と健康

歯学概論

解剖学
組織学

生理学
生化学

細菌学
歯科理工学

病理学
薬理学

衛生学

予防歯科学
歯科保存学

歯周病学
可撤性義歯学

クラウン・ブリッジ学
口腔内科学

口腔外科学
歯科矯正学

小児歯科学
歯科放射線学

歯科麻酔学

医の倫理と安全対策
医療コミュニケーション

チーム医療
歯科英語

内科学
外科学

皮膚科学
泌尿器科学

整形外科学
耳鼻咽喉科学

産婦人科学

眼科学
臨床心理学

臨床検査学

臨床示説
総合歯科学

統合臨床講義
障害者歯科学

老年歯科学
口腔インプラント治療学

早期体験実習

研究基礎ゼミⅠ 研究基礎ゼミⅡ

チーム医療入門

グローバルプログラム（選択科目）

カリキュラム（概要）
１年次 ２年次 ３年次 ４年次 ５年次 ６年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

一般教養 基礎歯学 臨床基礎歯学 包括的歯科医学

隣接医学大学入門講座
教養科目群

基礎形成科目群
口腔と健康

歯学概論

解剖学
組織学

生理学
生化学

細菌学
歯科理工学

病理学
薬理学

衛生学

予防歯科学
歯科保存学

歯周病学
可撤性義歯学

クラウン・ブリッジ学
口腔内科学

口腔外科学
歯科矯正学

小児歯科学
歯科放射線学

歯科麻酔学

医の倫理と安全対策
医療コミュニケーション

チーム医療
歯科英語

内科学
外科学

皮膚科学
泌尿器科学

整形外科学
耳鼻咽喉科学

産婦人科学

眼科学
臨床心理学

臨床検査学

臨床示説
総合歯科学

統合臨床講義
障害者歯科学

老年歯科学
口腔インプラント治療学

早期体験実習

研究基礎ゼミⅠ 研究基礎ゼミⅡ

チーム医療入門

グローバルプログラム（選択科目）

診察技能と患者ケア コミュニケーション能力

プロフェッショナリズム

チーム医療の実践

生涯学習の習慣

チーム医療の実践

科学的探求 科学的探求 科学的探求

医療の質と安全管理

社会における医療の実践

医学知識と問題解決能力

チーム医療の実践

歯学知識と医学知識

技能教育

臨床基礎

実習
臨床実習前実習 臨床実習 臨床研修

✓基本的診察技
能の習得
✓シミュレーショ
ン実習
保存
補綴
小児歯科
矯正歯科
>口腔外科
>歯科麻酔
>歯科放射線

PBL：問題解決能力の
習得

・SGD

・シミュレーション実習
・相互実習

診療参加型臨床実習・学外
臨床実習

（訪問、在宅診療を含む）

診療

歯科医師
国家試験

共用試験CBT
OSCE

卒業試験
（知識）

一斉技能試験

臨床実地試験
（態度）ｊ

４年次 ５年次 ６年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期

歯学－徳島大学
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九州大学歯学部における学修成果
基盤型教育への取り組み

平成29年度 医学・歯学教育指導者のためのワークショップ

2017年7月26日 於 東京慈恵会医科大学

九州大学歯学部

１年次：歯科医学総論（歯学オリエンテーション）、歯学英語1

基幹教育科目（文系科目、理系科目、基幹教育セミナー、学術英語1 ほか）
２年次：歯科医学総論（歯学総論1, 2）、歯学英語2 、学術英語2

基礎歯学（解剖学、組織学、発生学、口腔生理学、口腔生化学、口腔微生物学）
３年次：歯科医学総論（歯学総論3）、歯学英語3

基礎歯学（口腔病理学、歯科薬理学、歯科理工学）
口腔保健学（小児歯科学）
臨床歯学（歯科保存学1、口腔画像診断学1、歯冠補綴架工義歯学）
関連科目（病態制御学：系統医学科目）

４年次：歯科医学総論（歯学総論4、アーリー・リサーチエクスポージャ）、学術英語3

口腔保健学（口腔保健学、環境衛生学、障害者歯科学、歯科矯正学）
臨床歯学（行動科学1, 2、歯科全身管理学、歯科麻酔学、口腔画像診断学2、

全部床義歯補綴学、歯科保存学2、歯周病学1、部分床義歯補綴学、
口腔インプラント学、顎口腔外科学）

高年次基幹教育科目（インフォームドコンセント、薬害、臨床倫理 ほか）
５年次：歯科医学総論（歯学総論5）、歯学英語3、学術英語3

臨床歯学（口腔感染・炎症治療学、口腔腫瘍外科学、顎顔面形成外科学、
歯周病学2、歯科臨床実習）

関連科目（歯科法医学、人類遺伝学）
６年次：歯科医学総論（歯学総論6, 7）

臨床歯学（歯科臨床実習、アドバンスト臨床実習）

卒業要件：248単位

九州大学歯学部カリキュラムの概要

A 歯科医師として求められる基本的な資質・能力
歯学総論1～7、基幹教育科目（文系科目、理系科目、基幹教育セミナーほか）、
行動科学1, 2、高年次基幹教育科目（インフォームドコンセント、薬害、臨床倫理、
地域包括ケアシステム ほか）、アーリーエクスポージャ、リサーチエクスポージャ

B 社会と歯学
口腔保健学（口腔保健学、環境衛生学ほか）

C 生命科学
基礎歯学、関連科目（病態制御学ほか）、基幹教育科目（理系科目ほか）

D 歯科医療機器（歯科材料・器械・器具）
歯科理工学、高年次基幹教育科目（医療イノベーション）

E 臨床歯学
臨床歯学、口腔保健学（小児歯科学、歯科矯正学）、関連科目（病態制御学ほか）

F シミュレーション実習（模型実習・相互演習（実習））
臨床歯学（模型実習ほか）、臨床シミュレーション実習、臨床予備実習、行動科学1, 2

G 診療参加型臨床実習
歯科臨床実習、アドバンスト臨床実習

歯学教育モデル・コア・カリキュラム（平成28年度改訂版）との対応 多様なニーズに対応できる歯科医師の養成

➢ 診療参加型臨床実習の充実による臨床能力の向上

➢ 医療倫理・医療安全、チーム医療・多職種連携、地域包括ケア
システム、健康長寿社会への対応、および実践的臨床能力の
獲得

・行動科学、歯科全身管理学、統合系科目（TBL・PBL） ほか

・医療系統合教育科目（医系部局合同授業）

・『課題解決型高度医療人材養成プログラム』による授業 ほか

・臨床実習期間の拡大［32週→44週］（2017-18年度～）

・一口腔単位の診療の導入（2017-18年度～）

・「臨床実習後臨床能力試験トライアル」の実施（2018年度～）
（現行は“アドバンストOSCEトライアル”として全診療科で実施中）

・アドバンスト臨床実習（2019年度～）

九大歯学部独自の特色あるカリキュラム
➢ アクティブ・ラーナーの育成：
高度な知識および知の活用方法の習得＆実践

・低年次基幹教育科目：基幹教育セミナー、課題協学科目、
サイバーセキュリティー科目 ほか

・歯学部統合系科目：歯学総論1（2年次 PBL）、歯学総論2～6
（2～6年次 TBL） ほか

・高年次基幹教育科目：インフォームドコンセント ほか

➢ 国際人として活躍できる人材の育成

・歯学英語1, 2, 3, 5（1, 2, 3, 5年次 歯学関連英語）

・学術英語1～3（1, 2, 4, 5年次 学術関連英語）
・TOEFL受験（1, 2, 3, 5年次）
・釜山大学歯学部、ガジャマダ大学歯学部との交流事業 ほか

➢ 研究リーダー、リサーチマインドを有する臨床医の輩出

・アーリーエクスポージャ、リサーチエクスポージャ（4年次）

・シンポジウム「Kyudai Oral Bioscience (KOB)」 ほか

歯学－九州大学
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九州歯科大学副学長・歯学部長

木尾哲朗

歯学部学生

・学習目標
・学習方略

学習アウトカム
(コンピテンシー) 

支援

教育環境

評価

・教育修了時の学習アウトカムをあらかじめ明確に定める。
・学習目標、学習方略、教育環境、評価を含むカリキュラムは、学習
アウトカム（コンピテンシー）によって決定される。

Harden RM, Laidlaw JM (2012)

アウトカム基盤型教育 outcome-based education (OBE)

本学のアウトカム基盤型教育（OBE）プログラム

2019

情報収集

コンピテン
シー開発

OBEプログ
ラム開発・
実施

プログラム
の評価

2018201720162015

・OBEに関す
る国内外の情
報・資料収集

・本学の教育
理念に基づく
コンピテン
シーの作成

・九州歯科大学方式OBE
プログラムを開発

・事後評価
・修正版プロ
グラムを立案

・事後評価
・プログラムの
確定

・OBEプログ
ラムの実施

・修正版OBE
プログラムの
実施

・プログラム評価法の開発

・本格的OBE
プログラムの
実施

・事後評価
・学会等、国内
外へ情報発信

・学生の意見
を収集

アウトカム基盤型教育（ＯＢＥ）の流れ

九州歯科大学の基本理念・教育研究目標

ディプロマポリシーからコンピテンシー領域を設定

コンピテンシー領域ごとにコンピテンシー項目を設定

アドミッション・カリキュラム・ディプロマポリシーを設定

九州歯科大学憲章

カリキュラムマップ・評価方法の決定

九州歯科大学憲章
平成27年10月1日制定

１．前文
平成26年に創立100周年を迎えた九州歯科大学は、次なる世紀に向けて患者中

心の歯科医療を提供できる人材の育成を第一義に掲げ、全人的歯科医学教育活動
を展開します。

新たな大学づくりに踏み出すにあたり、ここに「九州歯科大学憲章」を掲げ、学生、
教員、職員の3者が一体となって、理念の共有と目標の実現を目指します。

高度な専門
性を持った
歯科医療人
の育成

地域医療の
中核的役割
を果たす

歯科医学を
支える研究
の推進

２．九州歯科大学の基本理念
九州歯科大学の基本理念を以下のとおり定め、九州歯科
大学がどのような人材の養成、社会貢献、および研究活動
を展開するのかをここに明らかにします。
１）高度な専門性を持った歯科医療人の育成
２）地域医療の中核的役割を果たす
３）歯科医学を支える研究の推進

歯学－九州歯科大学
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奥羽大学歯学部 カリキュラムマップ(案)
１．探求力と解決力

２．倫理と
　　コミュニケーション

３．病態解析と治療概念 ４．知識と診断 ５．技能と治療

・医療に対して社会や環境が求めるニー
ズや問題を探求し、迅速かつ的確に解決
できる。

・患者の立場や背景を理解し、思いやり
を持った言動ができる。
・患者の自己決定権を尊重し、個人情報
を厳守できる。

・病態を解析し、治療の要素を把握でき
る。

・歯科口腔疾患を診断し、適切な治療計
画を立案できる。

・歯科医療技術を身につけ、先進的で高
度な歯科医療を実施できる。

リベラルアーツ（１）
英語Ⅰ・経営学
統計数理学

日本語リテラシー
情報リテラシーⅠ

医学概論（１）
基礎歯学概論Ⅰ
臨床歯学概論

医学概論（２）
心理学概論・臨床心理学

医療倫理学

理　科（１）
基礎物理・基礎化学
基礎生物学・生物学

理科実験
物理学実験・化学実験

生物学実験

医学概論（４）
基礎歯学概論Ⅱ

理　科（２）
物理学・化　学

歯科基礎医学（１）
解剖学・口腔解剖学

口腔組織学・口腔生理学
口腔生化学Ⅰ

歯科基礎医学（２）
口腔生化学Ⅱ・口腔衛生学

歯科基礎医学実習（２）
口腔生化学実習
口腔衛生学実習

６．奥羽プロフェッショナリズム

歯科口腔診断学（２）
歯科放射線学Ⅱ

歯科口腔診断治療学（２）
保存修復学Ⅱ・歯内療法学・歯周病学

冠橋義歯補綴学Ⅱ・有床義歯補綴学Ⅱ・口腔インプラント学
口腔外科学Ⅱ・口腔外科学Ⅲ・歯科麻酔学

歯科矯正学・小児歯科学・高齢者歯科学Ⅱ・障害者歯科学

歯科口腔治療学実習（２）
保存修復学実習・歯内療法学実習・歯周病学実習
冠橋義歯補綴学実習・有床義歯補綴学実習Ⅱ

口腔インプラント学実習
歯科矯正学実習・小児歯科学実習

第
４
学
年

第
１
学
年

・超高齢社会の問題と課題を分析し、
ニーズを抽出して解決策を立案できる。
・地域特性を踏まえた医療連携を構築
し、他職種とともに包括医療を実践でき

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯科臨床研修

総合歯学演習　２Ｄ　（総合試験科目）

歯科基礎医学実習（１）
解剖学実習・口腔解剖学実習・口腔組織学実習

口腔生理学実習・歯冠彫刻実習

歯科基礎病態治療学（１）
口腔感染免疫学Ⅰ・歯科薬理学Ⅰ

生体材料学／歯科材料学Ⅰ

医学概論（５）
社会歯科学・歯科医療管理学

総合歯学演習　３Ｄ　（総合試験科目）

第
５
学
年

第
６
学
年

臨床実習　（診療参加型）

マ

ッ
プ

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

第
２
学
年

第
３
学
年

歯科基礎病態治療学（２）
口腔感染免疫学Ⅱ・歯科薬理学Ⅱ・生体材料学／歯科材料学Ⅱ

歯科基礎病態学／実習
口腔病理学・口腔病理学実習

歯科基礎病態治療学実習
口腔感染免疫学実習・歯科薬理学実習

生体材料／歯科材料学実習

歯科口腔診断学（１）
口腔内科学・法歯学・総合医学・歯科放射線学Ⅰ

歯科口腔診断治療学（１）
保存修復学Ⅰ・冠橋義歯補綴学Ⅰ・有床義歯補綴学Ⅰ

口腔外科学Ⅰ・高齢者歯科学Ⅰ

歯科口腔治療学実習（１）
有床義歯補綴学実習Ⅰ

リベラルアーツ（２）
美術・体育・郡山学／福島学・英会話

医学概論（３）
歯科医療概論・歯科医学演習

チーム医療学　１Ｄ　（形成的評価科目）

リベラルアーツ（３）
英語Ⅱ・医療英会話・情報リテラシーⅡ・社会学

臨床総合講義

卒　業　試　験

臨床実習終了認定

ＣＢＬ演習・ＣＢＴ総合演習講義

臨床総合演習（ＯＳＣＥ)

ＣＢＴ　／　ＯＳＣＥ

Ｅ Ｓ

エレクティブ

スタディー

歯科医療

人間学

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ

朝 礼・Ｈ Ｒ

朝 礼

朝 礼

朝 礼

朝 礼

朝 礼

朝 礼

奥羽大学歯学部 カリキュラム(案)

①人間性豊かで優れた資質を有する医療人の育成
・医療人としてのコミュニケーションに必要な基本的態度・知識・技能を修得する必要がある。
第１～第３学年では、この一貫した共通目標を持たせた歯科医療人間学を設定。

・医療に対するニーズや問題を探求し、それを解決する力を身に付けさせるために、第１～第３
学年では、アーリーエクスポージャーを踏まえた医学概論を設定。

・患者の立場と背景を理解し倫理観を涵養させるために、第１学年と第２学年でリベラルアーツ
を設定。

②生涯歯科医師として自己開発に努める習慣の育成

・第１～４学年では、歯科医師として生涯にわたる研究心や探究心を育成させるため、学年や
基礎、臨床を問わず学生自身が興味を持つ分野を選択し、出向して学修できるエレクティブ・ス
タディ(ＥＳ)を設定。

③各学年における総合的な知識の確認

・第１学年ではチーム医療学演習および総合歯学１Ｄ、第２学年では総合歯学２Ｄ、第３学年
では総合歯学３Ｄ、第４学年ではＣＢＴ総合講義、CBL演習、臨床総合演習、第５学年では基
礎系科目試験、全科必修試験、臨床実習総合試験(５Ｄ)を設定。

・第１～第３学年の履修科目では、各科目の到達目標に対して学生間に差が生じないよう、
目標達成度の低い学生を対象に少人数で強化的に学修する科目選択ゼミナールを設定。

④歯科医師として歯科口腔疾患の病態の解析と治療概念を把握、診断と適切な治療計画
を立案する能力の育成
・第１学年と第２学年では「理科系科目(＋実習)」を設定。

・第２学年と第３学年では基礎系科目による「歯科基礎医学(＋実習)」、「歯科基礎病態学(＋
実習）」、「歯科基礎病態治療学(＋実習)」を設定。

・第３学年と第４学年では臨床系科目による「歯科口腔診断学」、「歯科口腔診断治療学(＋
実習）」を設定。

⑤歯科医師として社会、地域のニーズに対応できる能力の育成

・第５学年では先進的で高度な歯科医療技術を身に付け、さらに超高齢社会のニーズに対
応し、地域特性を踏まえた包括医療を実践するプロフェッショナルを育成するため、臨床実
習（診療参加型）と基礎系科目を再度履修するためのEvidence research研修、他職種連携
を学ぶためのMedical Team研修や社会福祉施設、介護老人保健施設での学外研修を設定。

⑥歯科医師国家試験に合格するための最終的な知識の確認

・第６学年では歯科医師国家試験出題基準に則った授業時間を各科目に割り当て、臨床総
合講義を設定。

歯学－奥羽大学
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